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みんなで広げよう石けんの輪

石
け
ん
の
お
問
問
推
進
む
取
り
減
ん
℃
い
る
お
で
は
、
昨
峠
年
村
山
問
、
衛
隊
の
総
議
ん
を
お
象
乞
洗
町
間
に
つ

い
て
の
一
Y
ン
ケ
i
ト
繍
滋
校
総
織
し
ま
し
た
匂
こ
の
議
室
内
悼
、
加
抑
制
叫
く
状
況
、
僚
側
同
法
制
問
、
渋
滞
応
対
ザ

る
窓
畿
、
正
品
開
問
削
滋
殺
の
的
制
隠
か
ら
怠
り
、
昭
和
お
容
に
幻
稼
の
欄
畿
で
は
、
石
け
ん
盤
笈
家
汐
終
準
的
聞

を
大
港
〈
ト
ム
鴎
あ
何
時
M
L
、
手
担
凶
沼
を
抱
え
る
我
孫
子
治
問
闘
の
問
問
必
蝉
融
市
記
官
摘
さ
ガ
示
一
さ
れ
設
し
だ
a
n
叫
か
繰

り
犯
行
わ
れ
戸
ょ
っ
窃
mw
一
穂
遂
で
は
、
果
し
て
ど
の
よ
う
な
綴
祭
ガ
出
だ
か
、
前
習
の
線
療
〈
幻
押
な
や
油
開

織
の
総
資
と
は
較
し
な
ガ
ら
そ
の
中
間
同
級
務
後
み
て
み
按
し
よ
う
。
日
市
民
集
治
課
1

話題畿の機重要

域'市内2主主翼
議著書室方法一言霊童霊祭によ詰援喜善盗
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品
問
対
向
調
釈
と
比
較
す
る
と
、
「
」
持
制
ヘ
2
m
n
に
I
問

一

吋

毎

日

す

臼
す
る
ん
と
議
、
え
た
人
か
や
や
減
少
し
‘

;rwu持
、
え
た
人
は
6
・
9
%
に
す
き

ょω
討
に
i
m凶
百

3
日
に
1
白
」
1
4
M担

日い
l
問問
N
M
子
い
が
そ
れ
ぞ
れ
タ
し
す
っ

崎
止
で
い
ま
す
包

(
8
1〉

骨
一
帯
の
京
総
数
、
一
ど
に
玲
け
で
み
る

え

2
人
以
上
町
災
後
め
い
る
殺
後
て

は
も
ほ
ほ
9
刻
以
し
ん
が
い
吋
日
決
た
く
し

て
い
る
の
い
い
対
し
、

i
人
誌
ら
し
の
世

帯
で
は
「
4
m
n
に

Im以
ト
」
(
U
H

・
5

ブ
に
、
以
ド
1
3
g
に
1

「
法
離
れ
聞
す
T
S
市
民
ア
、
立
F
!ト
ι
中
間
報
告

@合成洗剤で主主1嘗本どに変化を
生じたとが島りますが。

図3

て
い
る
人
カ

成
洗
削
に
つ
い
て
ど
の
よ
3
に
感
じ
と

い
る
か
と
の
誌
間
同
仁
川
町
し
、

h-d

人
い

γz

人
(
四
・
1
九
九
)
治
下
あ
れ
や
成
機

問
問
吉
、
身
伶
へ
の
お
い
が
心
似
と
お
え

4
人
に
3
人
〈
m
d
l
か
ゆ
}
山
リ
ー
株
主

に
よ
る
持
訟
の
山
町
か
レ
配
と
内
え
て

い
ま
す
が
潟
、
さ
幻
近
く
の
人
か
す

引
力
け
ん
ヴ
仙
げ
や
出
加
の
ひ
び
hvけ
れ
、
山

L

A
G
U仁
丹
波
駒
山
押
さ
の
経
験
l
h
J

あ
る
主

将
え
て
い
ま
宇
(
間
関
3
Y

ニ
ヲ
し
た
不
安
へ
の
付
込
と
し
亡
は
も

「
笥
用
抗
や
ト
刀
法
、
で
桜
滅
。
を
守
る
L

と

み
え
た
人
か
山
川

3
%を
j

山
内
、
コ
日

け
ん
を
絞
織
す
る
一
、
点
台
、
X
K人
は
G

e
4
%
に
す
ぎ
玄
せ
ん
ら
合
成
洗
剤
約

水問題問問i
」ー……盤習室齢包接室撞舗鞠強盟

予
行
1
4

的
め
水
質
問
題
に
つ
い
て
は

ア
先
b
r小
!
す
主
ヲ
に
お
い
関
心
カ
持
パ
ト

れ
て
い
ま
す
れ
治
的
議
ん
は
ど
比
べ
て
も

数
悼
に
大
き
な
変
化
は
お
り
ま
せ
ベ

子
山
口
沼
汚
染
め
全
燃
は
家
庭
排
水
亡

す

7
制
以
上
的
人
力
、
汚
九
M
m
u
一応刈

告書2eあなたが使っている洗剤は何ですか。u
u
け
ん
汗
珪
平
が
前
郎
総
長
を
ド
削
開

「
て

L
ま
い
、
残
お
に
川
崎
い
ま
ナ

れ
ん
だ
、
哨
制
定
淡
を
み
る
と
」
ぶ
お

は
石
け
ん
を
佼
い
た
い
ウ
…
と
の
忠

刊

U
J
U
窓
外
と
多
J
¥

徐
々
い
午
、
す
か

行
け
λ
に
叫
す
ゐ
m
L
v
b
出
火
怠
江
川

い
、
使
い
に
く
い
と
い
勺
た
先
人
制
限

も
ま
た
ま
と
似
強
い
よ
っ
て
す

r
h
け
ん
は
、
会
総
洗
剤
縦
約
け
の
白

川
げ
力
そ
も
っ
て
い
ま
ず
し
、
コ
ツ
さ

え
判
え
て
し
ま
え
は
片
伏
し
て
地
い
つ

ん
り
い
ニ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
に
よ

り
も
公
ふ
京
協
は
に
不
安
が
な
い
と
い

?
大
与
志
メ
リ
ノ

i
が
あ
り
ま
す

松川悦
f
市
行
け
ん
内
問
後
泌
総
議

石
け
ん
の
良
さ
を

も
っ
と
多
く
の

さ
ん
に

十
市
石
け
ん
利
問
機
滋
協
議
会
会
長
楽
原
洋
子
会
ん

下 総基地の米軍機使用絶対皮対443 



1987. 3.16 (2) 主義705号

然
繍
珊
畿
が
船
脚
い
た
り
、
疾
病

C
か
か
っ
て
い
る
絞
め
犯
裁
縫
で
十
分
祭
事
問
で
き
な

い
筑
波
、
紛
犯
を

g々
一
定
跨
閤
家
世
田
の
保
鐙
卓
閣
に
か
わ
っ
て
、
祭
湾
す
る
但
阜
商
圏

4
M
、
務
内
に
は
市
立
ア
一
閥
、
私
立
6
圏
あ
り
、

1
0
7
0名

(3湾
索
在
)
還
っ
て

い
ま
す
の
間
出
向
口
、
密
に
は
笑
い
声
ガ
あ
ふ
れ
、
ヱ
必
h

だ
ち
は
活
発
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

大
総
芯
お
子
さ
ん
を
預
け
る
保
育
園
が
、
ど
の
よ
う
一
怠
と
と
再
会
ご
存
怨
で
す
か
。

録
台
益
法
相
判
長
、
保
持
、
鳴
託
医
、
し
い
ま
す
h

p

支
竿
で
も
ど
州
、
級
品
給
さ
れ
て
お
り
、
凶
悪
為
義
務
婆
護
霊
欝

況
か
さ
と
も
機
会
心
一
時
一
躍
す
る
よ
っ

a
E
h欝
ゐ

吉

凶

勾

湖
心
的
出
締
waby
い
れ
い
い
、
埼
帥
叫
阿
川
得
、
仕
小
川
崎
珊
織
状
抑
制
的
側
削
機
絞
削
減
何
時
滅
的

治
経
線
、

zhっ
際
、
同
附
肝
ん
の
鱗
弘
、
体
抑
協
、
後
ふ
川
口
勝

齢
、
協
滋
状
齢
制
な
ど
を
絞
殺
し
、
裁
切

な
方
法
を
と
る
ω

山
川
健
康
飴
臨
時
↓
八
溺
時
お
上
び
年
2
針

。
以
上
内
科
憤
訟
、
前
科
仏
開
設
土
心
け
い
、

t

目
指
保
育
的
事
考
資
持
と
し
て
い
る
。

)
知
午
睡
お
よ
U
体
急
活
動
認
め
回
出
丸

配
は
、
治
労
に
お
ち
い
り
か
ち
で
、
逐
語

怖
や
ほ
が
の
後
日
開
制
位
、
午
時
を
と
る
η

川
町
給
食
{
雲
市
給
食
い
い
よ
り
、
民
党
府
吋
ざ

か
っ
国
児
的
体
長
上
高
ゥ
て
い

みん亀:
(卒緩め~~きに、

ね)Dせ(1)
tf毛w竜 Ll
詩司令 曾立
i生可決心
を身舗を
蕊に 、主主
?っフ詩づ
デニ ii・与と た
ゲ〉さな台、
にせどに
、る法
先か本

生的
ヨム

年 i1;排

同
盟
り
だ
く
s
叩

叫

ん

め

ア

一

ト

一

一

つ

ヴ

シ

時

一

一

ン

4
月
5
8
(
日
)
午
前
同
時
か
ら

ン
を
刺
殺
し
て
、

叫
献
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
u

連
れ
な
と
で
阜
市
し
い

1
u
u
を
お
滋

J
L

く
だ
さ
い
r

品
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ち
ん
ど
ん
出
患
の

実
泊
包
丁
研
ぎ
、
山
間
引
き
大
会
‘
徐

立
げ
大
会
、
ミ
一

S
L
、
以
草
花
の
無
料

配
布
、

vhl
ル
パ
ザ
ノ
、
桝
H
均一で市等。

マ
問
時

4
月
ろ
R
(
日
〉
予
約
い
山
時
か

h
午
後
4
時
金
て

学
童
保
育
主
て
は
共
聞
き
な
と
て

τど
も
め
紋
誇
後
を
自
宅
て
み
ら
れ
な

い
ゐ
京
患
に
対
L
Z
学
童
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
ι

汁
京
は
小
学
生
内
低
学
年
て

す
。
子
と
も
た
ち
が
事
I

刀
キ
ノ
チ
L

「テ

レ
ヒ
ノ
7
J
L

に
な
い
り
な
い
よ
っ
、
ま
た

お
行
や
交
通
事
紋
か
ぷ
寸
リ
‘
す
こ
や

444 
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ミニSL

A

申
滋
豊
口
也
謀
を
L
っ
か
り
さ
せ
る
た

め
、
色
々
と
均
所
ヘ
出
か
け
る

争
遠
足
ハ
ス
や
潟
市
事
て
出
か
け
、
鳴

子
T

楽
し
む
コ

w
f
r
d『

ぺ↑
40paruγ.，

bprtu時

φ
プ
ー
ル
・
掛
叫
ん
ζ
滋
ぴ
子
供
た
ち

め
火
鮮
魚
…
な
汲
H
J

の
ひ
と
つ
で
、
制
仙
川
見

欄
閉
じ
総
数
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
火
切

時、主罷

品
選
融
制
会
千
品
慌
た
ち
が
能
力
を
発
弾
、

投
チ
て
楽
し
む

片

絞
め
総
」
り
の
き
刊
月
三
日
(
火
)

と
足
先
に
社
会
人
め
仲
間
判
入
り
を
寸

る
中
学
校
卒
業
生
約
た
め
の
犯
行
会

か
、
教
育
安
打
員
ι吉
明
、
経
ぎ
れ
ま
し
た

今
年
内
中
学
校
総
総
生
徒
は
山
名

(
市
内
中
学
校
収
支
生
は
2
3
0
8

名
)
で
，
土
だ
品
川
に
あ
ど
け
会
き
を

処
し
て
の
総
立
ち
ι

，十明間以内
4m仰

の
〆
口
必
ず

i
i
め
波
わ
れ
る
ウ
か
人
均
、

轍
離
問
醐
也
の
購
鯖

、
ん
ら
〈
ノ

1
ト
、
保
育
事
同
眠
、
保

設
者
会
な
と
で
、
保
道
者
と
始
、
え
ず
4

抗

接
な
司
時
点
を
取
り
合
い
、
必
要
に
山
崎
と
争
ク
ワ
ス
マ
λ
索
以
命
的
関
て
的
日
附

て
は
結
城
寸
や
銭
揃
を
行
、
つ
め
生
活
を
た
表
u

wv
剛
問
い
合
わ
せ
山
川
毅
繋
蕊
絡
ま
ト
ん
は
こ
め
は
か
、
持
均
月
滋
喚
問
H
A
殺
を
一
闘
機

各
係
府
内
紛
へ
(
税
引
札
保
育
問
闘
は
各
悶
闘
に
}
高
機
ぞ
そ
れ
ぞ
れ
の
柊
必
脅
ゑ
か
し
た

出
向
人
間
闘
は
山
間
時
佼
け
付
け
て
い
波
小
9
c

{巣

蜜

か
じ
成
長
さ
ぜ
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん

の
入
官
を
お
待
ふ
り
し
て
い
ま
す
申
し

込
み
は
短
時
豆
汁
品
川
け
て
い
ま
ナ

な
お
山
ア
家
間
同
心
円
め
議
設
は
父
母
的

再
定
漆
材
守
?
。

詳
繍
に
つ
い
て
は
各
保
山
村
山
部
〈
や
f

に
お
問
い
合
わ
せ
く
た
n
d

いら

クJレ

*後篭JJ:， ~ v け
F凶行: 日日く
た V 部 V ま V 時打
L 世間主文堀で巳 さ

え長与道腕 ぷ白い
)~ 1 わ fニ !守口
/ハ i 奇士 ~'l 10 H 
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oみ公プo、土
i二む iを 1:) 7雲、

中みあ守ら
上グ V" 老 4
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公の"き 5

白
山
中
が
大
臣
奨
励
賞
記
輝
く

第
却
期
}
}
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
し
た
大
会
で
い
は
玖
綬
一
札
ス
弓
ノ

と
リ
ュ
L
i
ミ
ラ
ー
序
品
開
会
…
淡
人
へ
会
均

を
う
な
ん
せ
土
し
た

3
年
内
釘
仰
山
抗
力
、
仰
い
ν

か円
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-
速
度
超
過
〈
叫
叫
J
以
上
総
♂
来
瀦
V

せ
い
つ
れ
る
も
の
で
す
。

佳
品
平
1
万民一
O
G
u
m
-
一
-
総
単
1

凶
違
反
点
数
の
一
綴
紘
一
止
駐
停
車

τ
H
5
0
G
O
m円
、
隊
H
M
l
万
2
0
0
0

京
止
均
一
所
的
没
…
以
後
は
2
点
(
同
1
占
)

m
門
(
以
上
ョ
叩
休
日
は
問
問
A
V
A
呂町出
)

e

w

鳩
股
級
協
路
、
a
N
M
K
叩
ケ
未
満
め

・
掛
摘
婚
相
閉
刊
怖
や
選
越
違
反
な
ど
純
白
浅
い
枕
点
が
3
点
に
阿
世
和
(
日
間
6
ト
M

…

川崎市中
9
υ
o
o
m円
(
同
、
わ

O
O
Q
問
一
ぺ
以
滑
崎
山
活
様
車
に
対
す
る
取
繕
強
化
以

・
強
度
超
過
A
M
山
J
以
上
お
♂
最
潟
〉
司
…
い
日
間
取
7
0
0
0
m門
(
司
ら
0
0
0
仰
い
川
、
期
金
額
、
逢
反
占
数
は
山
川
、
山
川
内
総
ハ
リ
ω

さを
1
万
5
0
0
o
w
w
凶
i
が
母
、
限
付
5
0
0
m
m
3
0
0
0
m門
〉
移
動
九
叩
ヘ
ユ
ス
一
ア
ノ
カ
を
勝
子
い
い
は

二
続
車
1
万
之
O
り
り
閉
山
(
山
内
8

0

0

2

悼
行
、
一
時
体
ふ
滋
双
な
ど
普
が
ず
た
η
?
ら
と
2
り
円
以
下
町
羽
金

o
m門
一
線
品
川
1
万
m門
~
同
7
0
0
0
汚
~
叩
綿
布
7
0
0
0
川内…府内
5
0
0
0
巾
門
)
、
刊
に
処
せ
ら
れ
ま
す
ふ

℃
輪
車
6
0
り
0
山内
(
R
1
0
0
0
川門)、

wv
問
い
合
わ
せ
孜
々
チ
抗
日
祭
同
行

機材作
4
0
0
0
m門(同
3
0
0
0
m門
〉

宮

(

幻

)

り

1
1
0

・
駐
停
車
違
反
北
回
地
準
1
W
M
m川一一一一一一一一一一一一一一…一一三一義蒸詮懇議縫謡蓋量量呈三=孟{丞呈霊芝一=霊一室至一霊豆呈一量量豆豆一茎豆三
一

(
P侃川ち
O
ο
O
m灼円)吋、-二一斡市点耶，附原耶
μ付刊時
7z
 

o
o
u
m門
(
淡
い
日
3
0
0
0
門〉

・
駐
車
燃
止
機
銃
滋
一
民
待
遇
車
1

官

Mm門〈附川
5
0
0
0
m川
)
、
一
一
韓
併
'
獄

村
山

6
0
0
0
肉
一
両
3
0
0
0
月一

湾
総
制
金
の
適
用
範
開
問
的
滋
大
燃
本

3
年
円
以
内
仁
品
均
一
昨
処
分
を
《
一
け
た
品
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